
平成 30年 5月 27日   

 

学都松本教育１００年を語る会講座 

１００年前の子どもたちのクラフト 

 

 

１ 学都松本 

  三ガク都の中の“学都” 

  「学ぶこと＝生きること」「よく学ぶこと＝よく生きること」 

学都の象徴－旧開智学校校舎（昔の学びの宝庫、“日本一の教育実践資料”） 

 

2 クラフトの入口 図画工作 

  現在の図画工作、昔は手工教育 

  手工教育の創始者は松本ゆかりの人物 上原六四郎 

 

 (1) どんなものを作っていたか？ 

    旧開智に残る子どもの作品や教案 

 

 (2) 何を学んでいたか？ 現実と理想 

  

現実（法令等による教則） 年代 理想（研究者等の意見） 

眼及び手を練習して簡易なる物品を製作

する能力を養い、勤労を好む習慣をつけ

る、実業発展の基礎に 

明治 20 年代 

目と手を通じて人間の諸能力を開発し道徳的

諸習慣を啓培、経済的に考えるべきではない 

簡易なる物品を製作する能力を伸ばし、

勤労を好む習慣を養う 明治 30 年代 

感覚を鋭敏にし、観察を精緻にし、想像力・

思考力・注意力を養い、美的倫理的感覚を養

う、筋肉の動きを自由敏活にする 

簡易なる物品を製作する能力を与え、工

業の趣味を増し、勤労を好む習慣を養う 

高等科に製図 
明治 40 年代 

製作の結果ではなく、その過程が大切である、

手工科の本領は自発的に自己表現ができるこ

と、説明や例示が細かすぎ、児童を自由に活

動させるべき（文部省視学委員岡山秀吉） 

実業において工業を学習する児童に課す

ことが可能という条文とともに、高等小

学校で必修化 

大正～昭和 

大正新教育の盛り上がりの中で、創作活動を

中心に芸術的要素を強調した工芸としての手

工教育が提唱される 

産業戦士の育成 戦中期  

 ※開智学校の教授細目（実践の様子は） 

 

 (3) 明治時代の作品と昭和時代の作品を比べてみると… 



 



 



 



 



 


